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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　胎児を表す３次元超音波画像データを受信する受信ユニットと、
　色に関する複数の選択肢を表示する表示ユニットと、
　前記ユーザにより前記複数の選択肢から選択された選択肢に基づいて、一つの標準色を
決定する決定ユニットと、
　前記決定された標準色を使用して、前記３次元超音波画像データの少なくとも一部をレ
ンダリングするレンダリングユニットと、
　を具備し、
　前記複数の選択肢それぞれは、複数の標準色それぞれを使用したレンダリングにより得
られた胎児の画像である画像処理装置。
【請求項２】
　前記受信ユニットは、異なる時間に得られた一連の３次元画像データを受信し、
　前記レンダリングユニットは、前記決定された標準色を使用して、前記一連の３次元画
像データそれぞれの少なくとも一部をレンダリングする、請求項１に記載の画像処理装置
。
【請求項３】
　胎児を表す３次元超音波画像データを受信する受信ユニットと、
　色に関する複数の選択肢を表示する表示ユニットと、
　前記ユーザにより前記複数の選択肢から選択された選択肢に基づいて、一つの標準色を



(2) JP 6294096 B2 2018.3.14

10

20

30

40

50

決定する決定ユニットと、
　前記決定された標準色を使用して、前記３次元超音波画像データの少なくとも一部をレ
ンダリングするレンダリングユニットと、
　を具備し、
　前記複数の選択肢それぞれは、複数の標準色それぞれを使用したレンダリングにより得
られた胎児の画像である超音波診断装置。
【請求項４】
　胎児を表す３次元超音波画像データを受信し、
　色に関する複数の選択肢を表示し、
　前記ユーザにより前記複数の選択肢から選択された選択肢に基づいて、一つの標準色を
決定し、
　前記決定された標準色を使用して、前記３次元超音波画像データの少なくとも一部をレ
ンダリングすること、
　を具備し、
　前記複数の選択肢それぞれは、複数の標準色それぞれを使用したレンダリングにより得
られた胎児の画像である画像処理方法。
【請求項５】
　コンピュータに、
　胎児を表す３次元超音波画像データを受信させる受信機能と、
　色に関する複数の選択肢を表示させる表示機能と、
　前記ユーザにより前記複数の選択肢から選択された選択肢に基づいて、一つの標準色を
決定させる決定機能と、
　前記決定された標準色を使用して、前記３次元超音波画像データの少なくとも一部をレ
ンダリングさせるレンダリング機能と、
　を実現させる画像処理プログラムであって、
　前記複数の選択肢それぞれは、複数の標準色それぞれを使用したレンダリングにより得
られた胎児の画像である画像処理プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本明細書に記載の実施形態は、胎児の画像データ処理、例えば、胎児の超音波画像デー
タの処理を行う画像処理装置、画像処理方法及び画像処理プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　超音波を使用し、トランスデューサからの超音波の送受信によって子宮内の胎児を撮影
することが知られている。
【０００３】
　３次元（３Ｄ）超音波画像は、ソフトウェアを用い、異なる位置または角度でとられた
超音波データを組み合わせ、組み合わせられたデータから、単純な表面シェーディングま
たは直接ボリュームレンダリングなどのような方法を用いて画像をレンダリングすること
によって、得ることが可能である。４次元（４Ｄ）超音波イメージングシステムにおいて
、異なる時間に得られた一連の３次元画像が、動的にレンダリングされ、動く３Ｄ画像、
例えば、３Ｄ超音波映画が生成される。
【０００４】
　近年、３Ｄおよび４Ｄ超音波画像は、従来から用いられているものよりも物理的に正確
なモデルで照明をシミュレートする進歩したライティング技術（グローバルイルミネーシ
ョン、グラデーションフリーライティング（gradient free lighting）、表面下散乱、ま
たは、光子マッピングと称される）を用いることによって、よりリアルになった。
【０００５】
　超音波画像は、原理上どんな色を用いてレンダリングすることも可能であるが、３Ｄお
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よび４Ｄの胎児の超音波画像は、通常、標準的な色、セピア色、または、ゴールデンイエ
ロー色でレンダリングされる。
【０００６】
　多くの親は、スキャンのリアルな姿に動機付けられて、その胎内の子供とより親密な絆
を結ぶために、３Ｄおよび４Ｄ超音波スキャンを受けている。また、３Ｄまたは４Ｄ超音
波スキャンは、口唇裂または口蓋裂などのような異常を有する胎児の姿を親に知らせるた
めに有用となり得る。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、画像をレンダリングするために用いられる標準的な色は、現実の胎児の
肌の色を表していないため、リアリティに欠ける場合がある。
【０００８】
　目的は、従来に比してリアリティのある超音波画像を生成可能な超音波診断装置及び超
音波画像処理装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　一実施形態に係る画像処理装置は、胎児を表す画像データを受信し、色に関する複数の
選択肢をユーザに表示し、前記ユーザにより前記複数の選択肢から選択された選択肢に基
づいて、一つの標準色を決定し、前記決定された標準色を使用して、前記画像データから
前記胎児の少なくとも一部の画像をレンダリングすること、を具備するものである。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
　次に、実施形態が、非限定的な例として説明されており、以下の図面に図示されている
。
【図１】実施形態に係る超音波診断装置２のブロック構成図。
【図２】図１の実施形態の操作のモードを概観で図示するフローチャート。
【図３】第１の実施形態による、所定の色設定に対応するアイコンの配列を備える色選択
インターフェースの概略図。
【図４】第１の実施形態の色選択インターフェースのためのアイコンのさらなる例を図示
する図。
【図５】実施形態によるトランスデューサプローブの概略図。
【図６】図１のシステムと共に図５のトランスデューサプローブを用いる実施形態の操作
のモードを概観で図示するフローチャート。
【図７】両親の皮膚の色が計測される実施形態の操作のモードを概観で図示するフローチ
ャート。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　一実施形態に係る画像処理装置は、胎児を表す画像データを受信し、色に関する複数の
選択肢をユーザに表示し、前記ユーザにより前記複数の選択肢から選択された選択肢に基
づいて、一つの標準色を決定し、前記決定された標準色を使用して、前記画像データから
前記胎児の少なくとも一部の画像をレンダリングすること、を具備するものである。
【００１２】
　以下の実施形態においては、説明を具体的にするため、超音波撮像によって胎児を映像
化する場合を例とする。しかしながら、当該例に拘泥されず、胎児以外の撮像対象であっ
ても、本実施形態に係る画像生成処理は適用可能である。
【００１３】
　図１は、実施形態に係る超音波診断装置２のブロック構成図である。図１に示す様に、
超音波診断装置２は、メイン超音波画像を表示するためのメインディスプレイ画面６とコ
ントロール画面８とを備える。この実施形態では、コントロール画面８は、タッチ画面で
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あり、タッチ画面は、ディスプレイデバイスとユーザ入力デバイスの両方である。また、
超音波診断装置２は、入力ボタンもしくはノブ、コンピュータキーボード、マウス、また
はトラックボールなどのような他のユーザ入力デバイスを含む。代替的な実施形態（図示
せず）では、単一の画面が、メインディスプレイ画面６とコントロール画面８の両方の役
割を果たす。さらなる実施形態（図示せず）では、コントロール画面８は、ディスプレイ
画面だけであり、装置が、超音波診断装置の上の入力ボタンもしくはノブ、または、コン
ピュータキーボード、マウス、もしくはトラックボールなどのような、ユーザ入力装置ま
たはデバイスも備える。さらなる実施形態は、超音波診断装置２の一部を形成しないコン
トロール画面８、ディスプレイ画面、またはメインディスプレイ画面６を備える。
【００１４】
　超音波診断装置２は、画像データを含むデータの処理のための処理装置１２を備える。
処理装置１２は、後述する画像生成処理を実行する。処理装置１２は、胎児を表す画像デ
ータを受信するためのデータ受信ユニット１５と、胎児の親の特性に基づいて色を決定す
るための色決定ユニット１６と、画像データから胎児の少なくとも一部の画像をレンダリ
ングするための、および、決定された色に画像をレンダリングするためのレンダリングユ
ニット１８とを含む。図１に示されている処理装置１２は、選択ユニット１７も含む。こ
の実施形態では、データ受信ユニット１５と、色決定ユニット１６と、レンダリングユニ
ット１８と、色選択ユニット１７とが、それぞれ、実施形態の方法を行うために実行可能
なコンピュータ可読命令を有するコンピュータプログラムによって、処理ユニット１２内
で実行される。しかし、他の実施形態では、それぞれのユニットは、ソフトウェア、ハー
ドウェア、または、ハードウェアとソフトウェアとの任意の適切な組み合わせ内で実行さ
れることも可能である。いくつかの実施形態では、様々なユニットが、１つまたは複数の
ＡＳＩＣ（特定用途向け集積回路）またはＦＰＧＡ（フィールドプログラマブルゲートア
レイ）として実行されることが可能である。
【００１５】
　処理装置１２は、ハードドライブ、および、ＲＡＭと、ＲＯＭと、データバスと、様々
なデバイスドライバを含むオペレーティングシステムと、グラフィックスカードを含むハ
ードウェアデバイスとを含む他のコンポーネントも含む。そのようなコンポーネントは、
明確にするために、図１には示されていない。代替的な実施形態では、処理装置は、超音
波診断装置の一部ではなく、例えば、パーソナルコンピュータである。
【００１６】
　図１のシステムは、図２のフロー図に概観で図示されているような一連の各ステップを
有する画像生成処理を行うように構成されている。
【００１７】
　第１のステップ３０において、選択ユニット１７が、コントロール画面８に、複数の所
定の設定を示す選択インターフェースを提示させる。この実施形態では、所定の設定は、
所定の色であり、所定の色は、図３に概略的に示されているようなアイコン４０の配列と
して表示される。それぞれのアイコン４０は、異なる人間の皮膚の色（肌の色合いとも称
される）を表す色を表している。すなわち、アイコン４０は、胎児或いは母親又は父親の
民族性（人種）に応じた皮膚の色の選択を促すためのインターフェースである。ここで、
民族性とは、民族または人種（例えば、コーカサス人、アフリカ系アメリカ人）を意味す
る。操作者は、当該アイコン４０に表示されたいずれかの色の中から、超音波画像におけ
る胎児の皮膚の色付け（後述）において用いる色を選択することができる。当該アイコン
４０に表示された色の範囲は、全ての人間の皮膚の色の範囲を表すことが可能である。代
替的に、色の範囲は、超音波診断装置が位置付けられている地理的領域（例えば、大陸も
しくは国）において最もよく見られる皮膚の色の範囲、または、任意の他の適当な皮膚の
色の範囲を表すことが可能である。
【００１８】
　図３は、アイコン４０が塗りつぶされた四角形である選択インターフェースの概略図で
ある。アイコンは、例えば、図４に図示されている一般的な胎児の画像などの、任意の他
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の適当なグラフィカルな形式を有することが可能である。図３および図４に図示されてい
る格子状配置の代わりに、コントロール画面８の上のアイコンの配置は、例えば、線、カ
ラーホイール、または、複数の連続するアイコンから構成された連続的な色選択バーもし
くは領域などの、任意の他の適当な配置であることが可能である。
【００１９】
　ステップ３２において、操作者（例えば、音波検査者）が、ユーザ入力デバイスとして
用いられているコントロール画面８をタッチすることによって、アイコンを選択する。代
替的に、操作者は、ボタンを押すか、または、マウスでクリックするなどのような、別の
入力方法を用いることが可能である。操作者は、妊娠女性の皮膚の色に最も近い色を表示
するアイコンを選択する。色決定ユニット１６によって決定された色は、選択されたアイ
コン４０の色である。
【００２０】
　ステップ３４において、操作者は、妊娠女性の腹部をスキャンして、彼女が身ごもって
いる胎児を表す画像データを得るために、トランスデューサプローブ４を用いる。データ
受信ユニットが、トランスデューサプローブからこのデータを受信する。代替的な実施形
態では、データ受信ユニットは、メモリユニット２０から、以前にとられた画像データを
取り込む。メモリユニット２０は、超音波診断装置の一部、または、別個のＰＣの一部で
あることが可能である。代替的に、メモリユニット２０は、ＤＶＤ、ＵＳＢスティック、
ＳＤカード、または携帯電話メモリなどのような、データ記録デバイスであることが可能
である。代替的な実施形態では、データ受信ユニットは、画像保管通信システム（ＰＡＣ
Ｓ）または他のリモートソースから画像データを取り込む。メモリユニット２０は、例え
ば、ネットワークを介して、ワイヤレスに、または、インターネットを介して、遠隔にア
クセスされることが可能である。
【００２１】
　ステップ３６において、レンダリングユニット１８は、直接ボリュームレンダリングな
どのような３Ｄレンダリング技術、または、光子マッピングなどのようなより進歩したボ
リュームレンダリング技術を用いて、ステップ３０において得られたまたは取り込まれた
画像データから、胎児の少なくとも一部の３Ｄ画像をレンダリングする。レンダリングユ
ニット１８は、光学的シミュレーションモデルを用いて光と影を付けられた画像をレンダ
リングする。決定された色は、光学的シミュレーションモデルのためのパラメータとして
用いられる。レンダリングされた画像は、決定された色で、光学的シミュレーションモデ
ルのライティングおよびシェーディング効果を受けると考えられることが可能である。
【００２２】
　最終ステップ３８において、３Ｄレンダリングされた画像が、超音波診断装置２のメイ
ンディスプレイ画面６に表示される。胎児の母親の皮膚の色に似ている色を有する、レン
ダリングされた画像は、標準的なセピア色にレンダリングされた画像よりも、リアルな印
象を提示する。
【００２３】
　第１の実施形態の変形例では、２つの色選択インターフェース４２が、ステップ３４に
おいて順に表示される。操作者は、第１の色選択インターフェースから第１の色を選択す
る。次いで、第２の色選択インターフェースが、選択された第１の色とは異なる色の範囲
を表示し、かつ、選択された第１の色を含めることが可能である。操作者が、第２の色選
択インターフェースから第２の色を選択する。色決定ユニット１６が、決定された色はこ
の選択された第２の色であると決定する。この方法は、第１の色インターフェース内より
も、第２の色インターフェース内に、より精密な色のグラデーションを提供することが可
能である。
【００２４】
　さらなる実施形態では、決定された色が基づく親の特性は、胎児を妊娠している、胎児
の母親の民族性である。
【００２５】
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　選択ユニット１７が、コントロール画面８に、複数の所定の設定を示す民族性選択イン
ターフェースを表示させ、ここで、所定の設定は民族性である。所定の設定は、アイコン
４０として、ドロップダウンリストを含むテキストリストとして、または、任意の他の適
切な方法によって、表示されることが可能である。それぞれのアイコン４０またはリスト
登録項目（list entry）は、異なる民族性を表す。操作者は、タッチ画面をタッチするこ
とによって、または、例えば、ノブ、スライダ、もしくはホイールの操作などのような任
意の他の適切な入力方法によって、妊娠女性の民族性に最も近い民族性を選択する。色決
定ユニット１６は、選択された民族性を表す色を決定する。
【００２６】
　特定の民族性内に、皮膚の色の範囲が存在するであろうということを考慮すれば、特定
の実施形態では、民族性選択インターフェースが、選択ユニット１７の制御のもと、最初
に表示され、操作者が、民族性を選択することを可能にし、次いで、色選定インターフェ
ースが表示され、色選定インターフェースでは、アイコン４０の色の範囲は、選択された
民族性に関連する皮膚の色の範囲を表す。色決定ユニット１６が、色選択インターフェー
ス４２から操作者によって選択された色である色を決定する。
【００２７】
　別の実施形態では、選択ユニット１７が、コントロール画面８に、複数の所定の設定を
示す地理的選択インターフェースを表示させ、ここで、所定の設定は、異なる地理的領域
或いは地理的な情報（例えば、西ヨーロッパ、アフリカ南部）または、国（例えば、ノル
ウェー、日本）を備える。領域または国は、ドロップダウンリストを含むテキストリスト
として表示されることが可能であり、例えば、地図内において、もしくは、国の輪郭とし
て、図形で表示されることが可能であり、または、任意の他の適切な方法によって、表示
されることが可能である。操作者は、例えば、計測が行われている領域もしくは国、また
は、妊娠女性（すなわち母親）或いは胎児の父親が生まれた領域もしくは国、母親或いは
父親が居住する領域または国等の、地理的な情報を入力或いは選択する。すなわち、これ
らの領域もしくは国等の地理的な情報を選択することで、胎児、母親、父親の民族性を間
接的に選択することができる。任意に、コントロール画面８は、選択された領域または国
に関連する皮膚の色の範囲を表す色の範囲のアイコン４０によって、色選択インターフェ
ース４２を表示する。それに応じて、色決定ユニット１６は、領域もしくは国に典型的で
ある皮膚の色を表す色、または、色選択インターフェース４２から選択された色を決定す
る。
【００２８】
　さらなる実施形態では、地理的な情報は、超音波診断装置のデフォルト設定として記憶
されている。例えば、地理的選択インターフェースは、超音波診断装置の設備または構成
の一部として表示され、インストーラは、超音波診断装置の地理的な場所を選択し、それ
は、次いで、デフォルト設定として用いられ、色選択インターフェースの上に表示される
皮膚の色の範囲を決定する。
【００２９】
　例えば、２つの連続する色選択インターフェース、または、民族性選択インターフェー
スに続いて色選択インターフェースなど、選択インターフェースのいくつかの組み合わせ
が、上記に説明されてきた。例えば、地理的選択インターフェースに民族性選択インター
フェースが続き、１つまたは複数の色選択インターフェースが続くなど、任意のタイプの
任意の数のそのようなインターフェースを任意の順番に組み合わせることが可能である。
換言すれば、地理的選択インターフェースによって、計測が行われている領域（或いは計
測が行われている国、または、妊娠女性が生まれた領域もしくは国などの、領域または国
）といった地理的な情報を選択し、続いて、当該選択された国に属する民族性を民族性選
択インターフェースによって選択し、選択された民族性に分類される複数の肌の色の中か
ら、色選択インターフェースによって所望の色を選択する、といった具合に、階層的に選
択するようにしてもよい。これらの構成により、任意の他の適切な親の特性が、選択イン
ターフェース内で用いられることが可能である。実施形態は、胎児を妊娠している、胎児
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の母親の皮膚の色に基づいて選択することを上記に説明したが、その代わりに、選択は、
胎児の父親の皮膚の色に基づくことも可能である。妊娠女性が、遺伝的な胎児の親でない
場合（例えば、ドナー卵が用いられた場合）、選択は、遺伝的な胎児の親の皮膚の色に基
づくことが可能である。皮膚の色についての情報は、操作者によって観察され、親によっ
て提供され、患者記録から読み出され、または、任意の他の適切な方法によって得ること
が可能である。患者記録は、病院情報システムもしくは放射線医学情報システムに保持さ
れた記録、以前のスキャン、または、病院記録であることが可能である。同様の考慮が、
民族性選択または地理的選択に応用される。
【００３０】
　図１の実施形態は、よりリアルな色で胎児の画像の表示を提供することが可能であり、
予測される赤ちゃんの出生時の色をより正確に予想することが可能である。
【００３１】
　（第２の実施形態）
　第２の実施形態は、選択ではなく、親の皮膚の色を感知することを対象とする。この実
施形態は、図５の計測プローブ４を伴う図１の装置を用いる。色センサ５０とライト５２
とが、図５に概略的に図示されているように、計測プローブ４の上に位置付けられている
。色センサ５０が、皮膚の色または親の色を感知するために設けられており、ライト５２
が、色センサの使用を可能にするように親の皮膚を照らすために設けられている。
【００３２】
　以下の議論において、色センサは、皮膚の色を感知するものとして説明されている。し
かし、例えば、色センサが多数の画素を備え、かつ、親の皮膚の色がセンサの有効視野に
わたって変化し、または、ライティング条件が変化する場合、色センサは、実際には、多
数の皮膚の色を同時に感知することが可能である。この場合、色センサによって感知され
た皮膚の色は、色決定ユニット１６によって組み合わせられ、任意の適切な方法を用いる
ことによって、例えば、アベレージングによって、単一の代表的な皮膚の色を決定するこ
とが可能である。また、皮膚の色の感知についての以下の全ての参照は、皮膚の色を決定
するために、多数の皮膚の色を感知し、処理することも含める。
【００３３】
　図５の実施形態では、計測プローブ４は、例えば患者などの被検体の内部を表す画像デ
ータを得るように構成されたボリュームイメージングトランスデューサプローブであり、
色センサ５０が、被検体の皮膚の色を決定するために用いられることが可能である。妊娠
女性に用いられると、計測プローブ４は、妊娠女性体内の胎児を表す画像データを得るこ
とが可能である。任意の他の適切な計測プローブが、用いられることが可能である。トラ
ンスデューサプローブの上に色センサ５０とライト５２とを位置付けることによって、超
音波スキャンが行われている間、または、同じ全体的な手順の一部として超音波スキャン
が行われている間に、色センサ５０とライト５２との操作が可能になる。代替的な実施形
態では、色センサ５０とライト５２とが、別個の１つのユニットまたは複数のユニットの
上に位置付けられている。この特定の実施形態では、色センサがＣＣＤであり、ライトが
白色ＬＥＤである。
【００３４】
　図５の計測プローブ４を伴う図１のシステムは、図６のフロー図に図示されているよう
な処理を行うように構成されている。
【００３５】
　第１のステップ６０において、妊娠女性の皮膚の色が、皮膚がライト５２によって照ら
された状態で、色センサ５０を用いて感知される。この実施形態では、トランスデューサ
プローブ４が、超音波スキャンを開始するために妊娠女性の腹部の近辺に移動されると、
感知が自動的に行われる。トランスデューサプローブ４が、皮膚の近辺にあるが、まだ接
触していないとき、ライト５２が腹部を照らし、色センサ５０が、腹部の皮膚の色を感知
し、色データを色決定ユニット１６へ渡す。代替的な実施形態では、例えば、トランスデ
ューサプローブの上のボタンを押すことによって、または、コントロール画面８によって
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表示された皮膚の色感知インターフェースの上の指示を通して、感知が操作者によって開
始される。いくつかの実施形態では、色センサが、腹部よりも身体の異なる部分の皮膚の
色を感知するために用いられる。十分な周囲環境の照明がある場合には、ライトは必要と
されない。
【００３６】
　色決定ユニット１６が、色センサ５０から受信された色データに基づいて、色を決定す
る。操作の特定のモードでは、色決定ユニット１６は、ＣＣＤ内の色バランスの問題など
のような、感知プロセスの任意の欠陥に対処するために、さらなる処理アルゴリズムを適
用することが可能である。
【００３７】
　第２のステップ６２において、操作者が、胎児の少なくとも一部の画像データを得るた
めに、トランスデューサプローブ４によって妊娠女性の腹部をスキャンする。この画像デ
ータは、データ受信ユニット１５によって受信される。ステップ６４において、レンダリ
ングユニットは、３Ｄの胎児の画像をレンダリングし、３Ｄの胎児の画像は、決定された
色を用いてレンダリングされる。最終ステップ６６において、レンダリングされた画像が
、超音波診断装置２のメインディスプレイ画面６の上に表示される。
【００３８】
　図５の実施形態は、追加のステップまたはインターフェースを必要とすることなく、色
が超音波スキャンの間に決定されることを可能にする。場合によっては、感知された色が
、より正確になることも可能である。色感知は、自動的であってもよい。
【００３９】
　胎児の一方の親の特性に基づいて、胎児の画像に関する色を決定するプロセスが説明さ
れてきた。特性は、例えば、妊娠女性の（センサによって感知された、もしくは、操作者
によって入力された）皮膚の色、民族性、または、地理的な場所のうちの少なくとも１つ
であることが可能である。
【００４０】
　（第３の実施形態）
　第３の実施形態では、決定された色は、胎児の第１の親の第１の特性と、胎児の第２の
親の第２の特性とに基づく。第１のまたは第２の特性は、皮膚の色、民族性、もしくは地
理的な場所、または、任意の他の適切な特性であることが可能である。第１の特性と第２
の特性とは、同じタイプの特性である必要はない。例えば、一方の親の皮膚の色と、もう
一方の親の民族性とに基づいた色が、決定されることが可能である。
【００４１】
　第３の実施形態のプロセスが、図７のフロー図に図示されている。この実施形態では、
胎児の両方の親が、超音波スキャンに臨み、決定された色は、両方の親の皮膚の色に基づ
いている。
【００４２】
　色センサ５０（それは、トランスデューサプローブ４の上、または、別個のユニットの
上に位置付けられることが可能である）が、第１の親の第１の皮膚の色（ステップ７０）
と、第２の親の第２の皮膚の色（ステップ７２）を感知する。代替的に、２つの別個の色
センサ５０が、用いられることが可能である。例えば、トランスデューサプローブ４の上
の色センサが、妊娠女性の皮膚の色を感知するために用いられることが可能であり、さら
なる色センサが、もう一方の親の皮膚の色を感知するために用いられることが可能である
。１つの色センサまたは複数の色センサが、色データを色決定ユニット１６に渡す。
【００４３】
　ステップ７４において、色決定ユニット１６が、第１の皮膚の色と第２の皮膚の色とを
アベレージングすることによって、または、任意の他の適当な方法によって、色を決定す
る。代替的に、色決定ユニット１６は、複数の決定された色を決定するために、比率を変
化させて、第１の皮膚の色と第２の皮膚の色とを組み合わせる。複数の決定された色は、
例えば、第１の親の皮膚の色と、第２の親の皮膚の色と、中間値の範囲とを含めることが
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可能である。
【００４４】
　ステップ７６において、操作者が、胎児の少なくとも一部に関する画像データを得るた
めに、トランスデューサプローブ４によって妊娠女性の腹部をスキャンする。
【００４５】
　ステップ７８において、レンダリングユニット１８が、両親の２つの皮膚の色から決定
された色を用いて、胎児の画像データから画像をレンダリングする。複数の色が決定され
ると、次いで、多数の画像が、複数の色のそれぞれでレンダリングされることが可能であ
る。
【００４６】
　最終ステップ８０において、メインディスプレイ画面６が、決定された色を用いてレン
ダリングされた画像を表示し、または、複数の決定された色からレンダリングされた多数
の画像のうちの１つまたは複数を表示する。
【００４７】
　例えば、３つの画像が、メインディスプレイ画面６の上に同時に表示されることが可能
であり、その中で、１つの画像は、第１の親の皮膚の色でレンダリングされており、第２
の画像は、第２の親の皮膚の色でレンダリングされており、第３の画像は、両親の皮膚の
色の間の中間色でレンダリングされている。代替的な実施形態では、複数の色が、単一の
親の皮膚の色に基づいて決定され、メインディスプレイ画面６の上に複数のレンダリング
された画像を表示するために用いられる。メインディスプレイ画面６の上に複数の画像を
レンダリングするために用いられた複数の決定された色は、１人の親または複数の親の任
意の１つの特性または複数の特性に基づくことが可能である。
【００４８】
　さらなる実施形態では、ステップ７２（第２の皮膚の色の計測）の後、コントロール画
面８が、色選択インターフェース４２を表示し、色選択インターフェース４２内に表示さ
れた色の範囲は、第１の皮膚の色と第２の皮膚の色とを比率を変化させて組み合わせるこ
とによって得られた色の範囲を備える。操作者が、最終画像をレンダリングするために、
決定された色として用いられる色を選択する。
【００４９】
　別の実施形態では、胎児の母親及び父親の少なくとも一方の映像情報、例えば親の静止
画像データ（印刷されたもの、表示されるものを含む）、動画像データから親の皮膚の色
を感知するために、および、色データを色決定ユニット１６に渡すために、親の皮膚の色
が、ＣＣＤなどのような色センサ５０を用いることによって、その親の写真から決定され
る。さらなる実施形態では、親の皮膚の色は、画像処理プログラムを用いる色決定ユニッ
トによって、親の写真から決定される。画像処理プログラムは、写真のデジタルバージョ
ンから、任意の適切な画像処理方法を用いて、皮膚の１つの色または複数の色を決定し、
色データを、例えば、ＲＧＢ、ＨＳＬ、またはパントン（Pantone）値として、色決定ユ
ニット１６に渡すように構成されている。
【００５０】
　いくつかの操作の方法では、親の皮膚の色が、胎児のイメージングのときに感知される
のではなく、別の機会に感知され、メモリユニット２０内に記憶される。胎児の画像デー
タと、第１の皮膚の色と、第２の皮膚の色とは、全て、異なる機会に得られ、メモリユニ
ット２０内に記憶され、レンダリングが、さらに別の機会に行われることが可能である。
写真が、スキャンに臨んでいない親の皮膚の色についてのデータを提供するために用いら
れることが可能である。
【００５１】
　さらなる実施形態では、胎児の画像データと、第１の皮膚の色と、第２の皮膚の色との
うちの少なくとも１つが、ＤＶＤまたはＵＳＢスティックなどのような携帯型メモリデバ
イスの上に記憶され、３Ｄレンダリングソフトウェアが、同一のまたは異なる携帯型メモ
リデバイスの上に記憶される。これは、例えば、親が、スキャン後に、例えば家庭用ＰＣ
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上で、胎児のスキャン画像のレンダリングされた色を変化させることを可能にするために
、用いられることが可能である。いくつかのそのような実施形態では、ソフトウェアは、
ユーザのコンピュータの一部を形成する画像取込デバイス、または、ユーザのコンピュー
タに関連する画像取込デバイスを用いて、１人または複数の親の皮膚の色を取り込み、胎
児のスキャン画像をレンダリングするときに、取り込まれた皮膚の１つの色または複数の
色を用いるように構成されている。代替的に、ソフトウェアは、１人の親または複数の親
の記憶された画像を処理し、レンダリングされた胎児のスキャン画像内の胎児の色を確立
するために、用いられることが可能である。ソフトウェアは、レンダリングユニットと、
色決定ユニットと、データ受信ユニットとを備える。ユニットは、例えば、ソフトウェア
パッケージのモジュール、サブルーチン、もしくは関数、または、ソフトウェアの１つの
ピースもしくは複数のピースの形式であることが可能である。
【００５２】
　色選択インターフェース、民族性選択インターフェース、または、地理的選択インター
フェースを備える任意の実施形態が、両親のために変更されることが可能である。例えば
、第１の色選択インターフェースと、第２の色選択インターフェースとが、表示されるこ
とが可能であり、操作者が、それぞれ、第１および第２の親の皮膚の色に基づいて、第１
のインターフェースから第１の皮膚の色を選択し、第２のインターフェースから第２の皮
膚の色を選択する。代替的に、第１および第２の皮膚の色は、単一の色選択インターフェ
ース４２から選択されることが可能であり、または、操作者は、両方の親の皮膚の色に基
づいて、（例えば、両方の親が、同様の皮膚の色を有する場合、または、両親の皮膚の色
の間の中間の色であるという操作者の判断によって）単一の色を選択することが可能であ
る。同様の考慮が、民族性選択インターフェースと、地理的選択インターフェースとに適
用される。
【００５３】
　第１の親の任意の１つの特性または複数の特性が、任意の方式で、第２の親の任意の１
つの特性または複数の特性と組み合わせられることが可能であり、１つの決定された色ま
たは複数の決定された色を生じる。皮膚色感知は、上記に説明された選択インターフェー
スのうちの任意のものと組み合わせられることが可能である。
【００５４】
　人生の最初の６カ月にわたり皮膚内にメラニンが増加することに起因して、生まれたば
かりの赤ちゃんの皮膚の色は、典型的に、赤ちゃんが大人になると有することとなる皮膚
の色よりも明るいということが知られている。
【００５５】
　上記の実施形態のうちの任意のものの変形例では、少なくとも一方の親の少なくとも１
つの特性に基づいた第１の色が得られる。第１の色は、色センサ５０を用いて、両親の皮
膚の色の選択によって、両親の皮膚の色の組み合わせによって、または、任意の他の適切
な方法によって、得ることが可能である。
【００５６】
　次いで、色決定ユニット１６は、胎児の画像データをレンダリングする際に用いられる
第２の色を決定するために、この第１の色を明るくする。代替的に、操作者が、生まれた
ばかりの赤ちゃんのより明るい皮膚の色を表すために、色選択インターフェース４２の上
で、１人または両方の親の皮膚の色よりも明るい色を選択する。
【００５７】
　上記で説明されている実施形態では、決定された色は、胎児の画像がレンダリングされ
て表示される前に決定される。これは、画像が決定された色でのみ表示され、任意の他の
色では表示されないので、好ましい。１人の親または複数の親は、とりわけ、画像が４Ｄ
リアルタイム画像である場合に、胎児の画像の色の変更を見ることを不快に感じる可能性
がある。しかし、代替的な実施形態では、胎児の画像は、最初に、一般的な色（例えば、
標準的なセピア色）、または、近似色（例えば、１人もしくは両方の親の民族性に関する
典型的な皮膚の色を表す色）でレンダリングされ、決定された１つの色または複数の色で
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再びレンダリングされる。これは、メインディスプレイ画面６の上の画像の色をリアルタ
イムに変化させることを含めることが可能である。代替的に、メインディスプレイ画面６
の上の画像は、一時停止されることが可能であり、もしくは、色選択処理の間にメインデ
ィスプレイ画面６から除去されることが可能であり、または、メインディスプレイ画面６
は、親から離れた方向に向けられることが可能である。次いで、画像が、決定された１つ
の色または複数の色で再表示される。
【００５８】
　上記各実施形態によれは、胎児、或いは親の民族性等を基準として決定された皮膚の色
を用いて、胎児の超音波画像が生成される。従って、母体内の胎児を、より現実に近い映
像によって観察することができる。また、民族性選択インターフェース、地理的選択イン
ターフェース、親の皮膚の色の計測センサ等の所定の入力手段を用いることで、超音波画
像生成に用いる色をより簡単且つ迅速に入力することができる。
【００５９】
　上記の全ての実施形態は、人間の胎児に関するプロセスを説明してきた。また、胎児が
動物の胎児である実施形態も存在する。この場合、皮膚の色は、適当な特性のままである
ことが可能であり、または、それは、動物の毛髪、毛皮、羊毛、もしくは、任意の他の色
特性の色によって、交換され、または、補足されることが可能である。他の特性は、１つ
の親動物または複数の親動物の種族を含める。
【００６０】
　親動物のもしくはそれぞれの親動物の皮膚、毛髪、毛皮、羊毛、もしくは、他の色が、
上記で説明されたような色センサによって感知されるか、または、色選択インターフェー
スの上で選択され、あるいは、種族が、種族選択インターフェースの上で選択される。色
決定ユニット１６が、感知された特性または選択された特性に基づいて、１つの色または
複数の色を決定する。１つまたは複数の決定された色が、動物の胎児の１つまたは複数の
画像をレンダリングするために用いられる。同腹子の場合、複数の決定された色の多数の
画像の表示が、同腹の動物の配色の予期される範囲を表すことが可能である。
【００６１】
　超音波診断装置は、動物の胎児の超音波画像を生成するように構成された獣医用超音波
診断装置、または、胎児の動物画像データを得るための任意の他の適切な超音波診断装置
であることが可能である。
【００６２】
　胎児を表す画像データが超音波画像データである実施形態が、説明されてきた。代替的
な実施形態では、他のモダリティを用いて得られた他のタイプの画像データが用いられる
。胎児の外側表面の表現を提供するためにレンダリングされることが可能な任意の適切な
タイプの画像データが、用いられることが可能である。
【００６３】
　本明細書では、特定のユニットが説明されてきたが、代替的な実施形態では、それらの
ユニットの２つ以上を、単一のユニット、処理資源、もしくは、他のコンポーネントで実
施することが可能であり、または、説明された特定のユニットが、組み合わせた２つ以上
のユニット、処理資源、もしくは、他のコンポーネントの形式で提供されることが可能で
ある。
【００６４】
　また、母親及び父親の民族性（或いは肌の色）のうちの少なくとも一方を、患者情報（
例えば、国籍、民族、人種、過去の診断データ、遺伝子情報等）として、予め入力、或い
は患者データベースから取得するようにしてもよい。当該構成により、例えば、画面上で
民族性選択インターフェース或いは色選択インターフェースを操作する手間を省くことが
できる。
【００６５】
　上記実施形態では、超音波診断装置への適用例について説明した。しかしながら、当該
例に限定されず、例えば、超音波診断装置によって取得された胎児に関する超音波画像デ
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ータを記憶しておき、医用ワークステーション、パーソナルコンピュータ等の超音波画像
処理装置によって、上記実施形態に係る超音波画像生成処理を実現するようにしてもよい
。さらに、専用プログラムをコンピュータにインストールすることで、上記実施形態に係
る超音波画像生成機能を実現するようにしてもよい。
【００６６】
　特定の実施形態が説明されてきたが、これらの実施形態は、単なる例として提示されて
おり、本発明の範囲を限定することを意図するものではない。実際、本明細書で説明され
ている新規な方法およびシステムは、様々な他の形態で実施されることが可能であり、そ
のうえ、本明細書で説明されている方法およびシステムの形式の様々な省略、代用、およ
び変化が、本発明の精神から逸脱することなくなされることが可能である。添付の特許請
求の範囲およびその均等物は、本発明の範囲内に入ることとなるような形態および変形例
をカバーすることが意図されている。
【符号の説明】
【００６７】
２…超音波診断装置、４…計測プローブ、６…メインディスプレイ装置、８…コントロー
ル装置、１２…処理装置、１５…データ受信ユニット、１６…色決定ユニット、１７…選
択ユニット、１８…レンダリングユニット、２０…メモリユニット

【図１】 【図２】

【図３】
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